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の関係機関との連携を強めながら、患者が安心して退院後

の生活を送れるよう継続して取り組んでいく。 

＜＜対対外外活活動動実実績績＞＞  

① 大阪緊急連携ネットワーク 地域連携担当者会議 

3次救急病院と慢性期病院の連携についてオンライン会

議と会場会議（計4回）に出席した。 

② 大腿骨地域連携パス会議 

泉州地域における大腿骨地域連携パスの運用について

メール会議にて意見交換を行った。 

③ 脳卒中泉州地域リハ連携会議 

南泉州地域におけるリハビリに関する課題について、急

性期病院、回復期リハ病院、医療療養型病院、連携開

業医と情報共有を行い、地域連携パスの運用について

協議（年3回の会議）。 

＜＜各各種種調調整整実実績績とと成成果果＞＞  

【転院調整実績】                           （件） 
 2024年度合計 2025年度合計 

外来から他院 45 60 

入院から他院 1,332 1,423 

【在宅調整実績】                           （件） 
 2024年度合計 2025年度合計 

在 宅 375 313 

（介護連携） 148 128 

（共同指導） 129 113 

施 設 164 150 

３３．．看看護護師師のの活活動動実実績績  

＜＜概概要要＞＞  

当部署では、患者支援の質向上と安全な医療提供体制

の強化を目的に、外来・病棟・リハビリテーション部門・退院

支援ワーキングと連携し、支援プロセスの連続性確保に取

り組んだ。感染対策では、当部署待合に自動手指消毒スタ

ンド7台を設置し、手指衛生の実施率向上に寄与した。また、

待合周辺で急変対応シミュレーションを実施し、初期対応

手順や記録体制の整備を進め、安全管理の強化につなげ

た。外来との連携では、合同カンファレンスを定例化し、外

来および当部署が把握した生活課題や支援ニーズを互い

に共有する仕組みを構築した。また、当部署が病棟・外来

間の情報をつなぐことで、入院前後の支援の連続性が向上

した。リハビリテーション部門とは、泌尿器科ロボット手術患

者を対象に、入院前後の体操指導と評価を共同で実施し、

生活機能維持に向けた一貫した支援体制を確立した。退

院支援ワーキングとの協働では、記録の標準化・充実化を

進めるとともに、前向き症例検討を通じて複雑事例への対

応力向上を図った。病床管理においては、前方支援看護

師と病床管理担当者・当部署問診担当者が連携し、患者

の病態や生活背景を踏まえたアセスメントを実施することで、

入退院支援の質向上と病床回転率・稼働率の改善に取り

組んだ。 

＜＜実実績績・・成成果果＞＞  
問診等患者SC看護師対応実績(月平均件数） 

項目 2023年度 2024年度 2025年度 

患者SC利用総件数 416  462  473 

予定入院患者SC利用件数 337  380  389 

緊急入院患者SC利用件数 79  82  84 

出張対応件数 82  88  91 

夜間・緊急入院時の翌日対応件数 3  3  3 

時間内入院患者人数 423  466  475 

利用率 98% 99% 99% 

 

手術関連(月平均件数） 

項目 2023年度 2024年度 2025年度 

手術前支援指示対応件数 108  109  114 

手術前説明・案内(外科・泌尿器科件数) 67  72  76 

 

患者SC関与の加算取得項目(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

入退院支援加算１ 405  398  426 

入院時 支援加算１ 81  63  71 

入院時 支援加算２ 3  5  3 

介護支援連携指導料（2回目も含む） 43  49  45 

退院時共同指導料Ⅱ 11  10  9 

総合機能評価加算 305  307  339 

周術期口腔機能管理後手術加算 21  22  22 

新入院患者数 798  850  880 

 

患者SCにおけるクリニカルパス説明(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

ペースメーカパス 2  2  2 

心臓カテーテル・ABLパス 60  52  67 

消化器内科 EMR1泊2日入院パス 23  32  21 

泌尿器科パス 17  14  17 

整形外科パス 16  14  15 

脳外科パス 5  4  4 

外科パス 6  6  6  

緩和ケアスクリーニング 58  66  71 

認知症スクリーニング 271  309  311 

嚥下スクリーニング 216  251  253 

 

強化の取り組み(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

患者SC内、看護師MSWﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催件数 18  17  14 

（入院時）退院支援カンファ参加件数 435  464  475 

（2回以上）退院支援カンファ参加件数 67  92  100 

＜＜次次年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

入院患者数・稼働率を上げていく中で、全ての患者に

入退院支援が行き届くよう体制を整備し、より近隣地域

情勢に沿った対応をめざす。 
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共共同同運運営営部部門門：：泉泉州州南南部部卒卒後後臨臨床床シシミミュュレレーーシショョンンセセンンタターー（（ササザザンンウウィィズズ））  

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

泉州南部卒後臨床シミュレーションセンター（以下、サザ

ンウィズ）は、2015年2月に開設以降、心肺蘇生法研修用

機器のバージョンアップや新規の縫合用パッド、動脈穿刺

シミュレータなど基礎的な器材から先進的な器材まで各種

器材を拡充し、各種研修コースを実施している。ICLSコー

スやPC3コース、SSTTコースなど実技演習を伴う各種コー

スが開催され、各種機器が活用されている。 
 

シミュレーション機器一覧 
機器名 

血管内治療トレーニング ＡＮＧＩＯ－Mentor デュアルシステム 

腹腔鏡手術トレーニング ラップメンター 
 ＣＶＣ穿刺挿入シミュレータⅡ 
 腹腔鏡縫合手技評価シミュレータ 3台 
 エンドワークプロⅡ 3台 

ＯＰＣＡＢ吻合手技トレーニング ＯＰＣＡＢ吻合手技訓練装置セット 
 ＭＩＣＳフルセット 
 開心セットＡ 
 ＣＡＢＧセット 
 心臓弁尖用器械セット 

実体顕微鏡手術トレーニング マイクロ実体顕微鏡システム 
 マイクロ剪刀ストレートタイプ 
 ジュエラーピンセット 
 マイクロ器具滅菌用トレイセット 
 マイクロ鑷子 
 マイクロ持針器（止付） 
 マイクロ外膜用直剪刀 
 切開用反剪刀 
 インファントウォーマー 

周産期トレーニング ＰＲＯＭＰＴ分娩介助教育トレーナー 
 ソフィー産科シミュレーターセット 
 新生児蘇生モデル 
 コーケン未熟児モデルＢタイプ 
 産科鉗子セット 
 新生児蘇生講習会関連物品セット 

麻酔トレーニング 経食道心エコーシミュレーター 
 全身麻酔装置エスパイアViewPro一式 

成人及び小児患者 ナーシングアン 2台 

急変対応トレーニング ALSシミュレータシステム 
 ＳｉｍＰａｄプロテクションプログラム 
 患者モニタ タブレット12型 
 ソフトケース（全身） 
 ナーシングアン用創傷ケア、診断セット 
 シムベビー基本セット 
 周辺機器フルセット 
 コンプレッサー110Ｖ 
 コンプレッサーキャリングケース 
 周辺機器セット用搬送ケース 
 ACLSシミュレータ 4台 
 レサシアンシミュレータPlus 2台 
 リトルアン 6台 
 AEDトレーナー 6台 
 気道管理セット 4セット 

動脈穿刺シミュレータ 
フェモララインマン 

動脈注射トレーニングアーム 

電子カルテ端末 デスクトップ端末 3台、ノート端末 9台 

腹腔鏡手術用鉗子類 持針器3本、鉗子3本、ハサミ3本 

縫合手技研修用機器 持針器15本、鉗子15本、ハサミ15本 

 

＜＜実実績績＞＞  

サザンウィズに所有する機器は、事前に登録された研修

プログラム、もしくは、実施の都度行われる申請・承認により

使用可能となる。各シミュレータ類の使用は、事前に承認さ

れた研修プログラムによる場合が多く、各種の研修コース

開催は、その都度承認を受けている。 

以下に利用実績のある機器の一覧を示す。 
 

利用シミュレーション機器 
シミュレーション機器 

ANGIO－Mentor デュアルシステム 

ラップメンター 

腹腔鏡縫合手技評価シミュレータ（ドライボックス） 

CVC穿刺挿入シミュレータⅡ 

OPCAB吻合手技訓練装置セット 

MICSフルセット 

マイクロ実体顕微鏡システム 

PROMPT分娩介助教育トレーナー 

インファントウォーマー 

経食道心エコーシミュレーター 

全身麻酔装置エスパイアViewPro一式 

ナーシングアン 

シムベビー基本セット 

ACLSシミュレータ、レサシアンシミュレータPlus 

リトルアン 

AEDトレーナー 

気道管理セット 

外科手技用縫合セット 

超音波診断装置 

動脈採血セット 

静脈採血セット 

サザンウィズは、研修プログラムの検討や、コース開催準

備、小児二次健診、カンファレンス、電子カルテ端末操作

研修、委員会の開催など多方面に利用されている。 
 

利用可能講義室等 
室 名 

シミュレーション講義室（A～D） 

講習室（1～4） 

開催実績のある各種コースを以下に記す。一次及び二

次救命処置に関するコースなどが多く開催される傾向にあ

り、医療技術職向けの研究会も開催されている。 
 

各種開催コース 
コース名 

ICLSコース 

JMECCコース 

BLSコース 

NCPR 

SSTTコース 

PC3コース 

Advanced MIMMSコース 

J-MELSコース 
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【【研研修修医医向向けけ研研修修会会】】  

2024年度、2025年度に入職した研修医を中心とした臨

床手技の研修会を多数開催した。 
 

 
 

2025年度 研修医向け実技研修会 開催一覧   （人） 

実施日 内容 参加人数 

4月3日 オリエンテーション 10 

4月3日 電カル操作 10 

4月3日 BLS 10 

4月3日 静脈採血 10 

4月3日 動脈採血研修 10 

4月4日 オリエンテーション 10 

4月4日 EPOC 10 

4月4日 救急外来での輸液 15 

4月4日 動脈採血研修 14 

4月11日 JATEC 8 

4月14日 JATEC 8 

4月16日 縫合研修 15 

4月17日 FAST 8 

4月17日 キャンサーボード 15 

4月24日 FAST 8 

5月8日 キャンサーボード 15 

5月15日 生涯教育セミナー 14 

5月20日 CPC 13 

5月22日 縫合研修 11 

6月4日 CV・Aライン研修 8 

6月5日 CV・Aライン研修 8 

6月10日 骨折ギプス研修 15 

6月13日 心エコー 11 

6月19日 キャンサーボード 9 

6月24日 CPC 14 

7月10日 キャンサーボード 11 

7月15日 保険診療 16 

7月15日 骨盤骨折 11 

7月17日 生涯教育セミナー 12 

9月2日 CPC 10 

9月18日 生涯教育セミナー 8 

9月30日 CPC 8 

10月7日 CPC 15 

10月16日 キャンサーボード 8 

10月28日 CPC 11 

11月10日 ツムラ勉強会 10 

11月13日 キャンサーボード 5 

12月17日 CPC 14 

1月8日 キャンサーボード 8 

1月28日 意思決定支援ワーキング（ACP） 13 

1月28日 内視鏡研修 11 

2月3日 院内研究発表会 15 

2月12日 院内研究発表会 11 

2月19日 キャンサーボード 8 

2月25日 院内研究発表会 11 

3月12日 キャンサーボード 5 

3月24日 CPC 10 

集計  510 

【【院院内内蘇蘇生生法法講講習習会会用用資資器器材材のの管管理理】】  

全職員に向けた、院内で行う蘇生法講習会に用いる器

材の管理を担当した。業務中に効率よくBLSコースが開催

可能となり、病棟などにおける患者急変時に、スタッフが即

座に対応可能となっている。 

【【ドドラライイボボッッククスス等等保保有有すするる研研修修機機材材のの活活用用】】  

サザンウィズが保有し、臨床に直接結びつく各種機材は

多数活用された。特に、ドライボックスおよびラップメンター、

アンギオメンターは、年間を通じて頻繁に利用され、研修成

果が見られる。 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

院内で開催される蘇生法講習会を始め、研修医向けの

実技を含む各種の研修や各種実技を伴うコースの開催が

増加し、利用状況は盛況であった。今後、機器の定期整備

を通じて、機能維持を図りたい。 

研修医をはじめとして各診療科のスタッフおよび医療ス

タッフが利用しやすいようサポートを強化し、医師をはじめ

とする各種医療職に向けた新人教育に関わる研修プログラ

ムの更なる熟成をめざす。 

各種のコース開催についても積極的に協力を行う。 
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